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高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
百
四
十
一
回
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
で
示
さ
れ
た
、
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
要
綱
（
諮
問
時
か
ら
の
変
更
点
を
反
映
さ
せ
た
も
の
）
」
（
以
下
、
「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
要
綱
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
「
特
定
高
度
専
門
業
務
・
成
果
型
労
働
制
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
）
」
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

対
象
業
務
に
つ
い
て
、
「
高
度
の
専
門
的
知
識
等
を
必
要
と
」
す
る
か
否
か
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
ま
す
か
。
判

断
す
る
主
体
に
、
対
象
業
務
に
関
連
す
る
高
度
な
自
然
科
学
、
社
会
科
学
等
の
有
識
者
は
含
ま
れ
ま
す
か
。
含
ま
れ
な
け
れ

ば
、
「
高
度
の
専
門
的
知
識
等
を
必
要
と
」
す
る
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。

二

対
象
業
務
に
つ
い
て
、
「
そ
の
性
質
上
従
事
し
た
時
間
と
従
事
し
て
得
た
成
果
と
の
関
連
性
が
通
常
高
く
な
い
と
認
め
ら

れ
る
」
か
否
か
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
ま
す
か
。
ま
た
、
判
断
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
客
観
的
な
統
計
資
料
や

調
査
結
果
を
活
用
し
ま
す
か
。

三

対
象
業
務
の
拡
大
は
、
国
会
で
の
法
改
正
の
審
議
を
経
る
こ
と
な
く
、
政
省
令
の
規
定
の
み
で
行
わ
れ
ま
す
か
。

一



四

対
象
業
務
に
つ
い
て
、
「
高
度
の
専
門
的
知
識
等
を
必
要
と
」
し
、
か
つ
「
そ
の
性
質
上
従
事
し
た
時
間
と
従
事
し
て
得

た
成
果
と
の
関
連
性
が
通
常
高
く
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
販
売
を
行
う
営
業
業
務
は
、
対
象
業

務
に
な
り
得
ま
す
か
。
な
り
得
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
で
対
象
に
な
ら
な
い
と
断
定
で
き
ま
す
か
。

五

対
象
業
務
に
つ
い
て
、
「
高
度
の
専
門
的
知
識
等
を
必
要
と
」
し
、
か
つ
「
そ
の
性
質
上
従
事
し
た
時
間
と
従
事
し
て
得

た
成
果
と
の
関
連
性
が
通
常
高
く
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」
よ
う
な
会
計
や
経
理
の
業
務
は
、
対
象
業
務
に
な
り
得
ま
す
か
。

な
り
得
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
で
対
象
に
な
ら
な
い
と
断
定
で
き
ま
す
か
。

六

対
象
業
務
に
つ
い
て
、
「
高
度
の
専
門
的
知
識
等
を
必
要
と
」
し
、
か
つ
「
そ
の
性
質
上
従
事
し
た
時
間
と
従
事
し
て
得

た
成
果
と
の
関
連
性
が
通
常
高
く
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」
よ
う
な
製
造
業
の
生
産
工
場
で
の
業
務
は
、
対
象
業
務
に
な
り
得

ま
す
か
。
な
り
得
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
で
対
象
に
な
ら
な
い
と
断
定
で
き
ま
す
か
。

七

全
労
働
者
は
何
人
で
す
か
。
ま
た
、
全
労
働
者
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
は
何
人
で
す
か
。
ち
な
み
に
、
産
業
競
争
力
会
議
の

議
員
で
あ
る
榊
原
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
九
日
の
記
者
会
見
で
、
労
働
時
間
と
関
係
な
く
成
果

に
賃
金
を
払
う
制
度
に
つ
い
て
、
「
少
な
く
と
も
の
全
労
働
者
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
は
適
用
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
制

度
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

二



八

全
労
働
者
の
平
均
年
収
は
い
く
ら
で
す
か
。
ま
た
、
平
均
年
収
の
三
倍
は
い
く
ら
で
、
平
均
年
収
の
三
倍
の
額
を
相
当
程

度
上
回
る
額
は
い
く
ら
で
す
か
。
こ
の
額
は
、
一
千
万
円
を
下
回
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
一
千
万
円
を
下
回
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。
必
ず
一
千
万
円
以
上
と
な
り
ま
す
か
。

九

全
労
働
者
の
平
均
年
収
の
三
倍
の
額
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
の
労
働
者
は
何
人
で
、
労
働
者
全
体
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
か
。

十

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
つ
い
て
、
「
平
均
年
収
の
三
倍
」
を
「
平
均
年
収
の
二
倍
」
に
、
将
来
的
に
法
改
正

す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。
さ
ら
に
、
将
来
的
に
「
三
倍
」
が
削
除
さ
れ
、
「
平
均
年
収
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
」
に

改
正
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。

十
一

過
去
十
年
、
年
収
千
七
十
五
万
円
以
上
で
過
労
で
労
災
支
給
決
定
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
、
年
度
ご
と
に
死
亡
さ
れ

た
、
件
数
と
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
示
し
た
上
で
政
府
の
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。

十
二

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
「
時
間
で
は
な
く
成
果
に
応
じ
た
給
与
が
支
払
わ
れ
る
働

き
方
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
働
き
方
改
革
推
進
法
案
要
綱
で
は
、
成
果
に
応
じ
た
給
与
の
支
払
い
は
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
か
。
も
し
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
項
目
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

三



十
三

現
行
の
労
働
基
準
法
に
お
い
て
も
、
成
果
に
応
じ
た
賃
金
の
支
払
い
は
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
行
の
労
働
基
準

法
に
お
い
て
は
、
成
果
に
応
じ
た
賃
金
の
支
払
い
は
可
能
で
す
か
、
不
可
能
で
す
か
。

十
四

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
は
、
三
日
連
続
の
徹
夜
勤
務
を
使
用
者
が
労
働
者
に
命
ず
る
こ
と
は
違
法
で
す

か
。
合
法
で
す
か
。
も
し
違
法
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
項
目
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
一
週
間
連
続
の
徹
夜
勤
務

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
も
し
違
法
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
項
目
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

十
五

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
は
、
使
用
者
は
四
週
間
を
通
じ
四
日
以
上
の
休
日
を
労
働
者
に
与
え
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
使
用
者
が
二
十
四
日
間
連
続
で
一
日
十
六
時
間
労
働
さ
せ
て
も
合
法
で
す
か
、
違
法
で
す
か
。
も
し
違
法

と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
規
定
に
抵
触
し
、
そ
の
場
合
に
罰
則
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
使
用
者
が
四
十
八

日
間
連
続
で
一
日
十
六
時
間
労
働
さ
せ
て
も
合
法
で
す
か
、
違
法
で
す
か
。
も
し
違
法
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

規
定
に
抵
触
し
、
そ
の
場
合
に
罰
則
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

十
六

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
、
二
十
四
日
間
連
続
で
、
二
十
四
時
間
体
制
で
、
必
要
な
時
に
必
要
な
業
務
を
行

う
、
い
わ
ゆ
る
オ
ン
・
コ
ー
ル
・
ワ
ー
カ
ー
を
使
用
者
が
労
働
者
に
命
ず
る
こ
と
は
合
法
で
す
か
、
違
法
で
す
か
。
も
し
違

法
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
項
目
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

四



十
七

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
は
、
労
働
契
約
使
用
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
賃
金
に
つ
い
て
、
前
年

度
が
六
百
万
円
、
八
百
万
円
な
ど
「
平
均
年
収
の
三
倍
程
度
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
」
を
下
回
っ
て
い
て
も
、
当
年
度
の

見
込
み
の
賃
金
が
千
七
十
五
万
円
を
上
回
っ
て
い
れ
ば
、
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
つ
ま
り
、
た
と
え
前
年

度
は
低
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
当
年
度
の
見
込
み
の
賃
金
が
千
七
十
五
万
円
を
上
回
っ
て
い
れ
ば
、
適
用
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
。

十
八

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
は
、
契
約
期
間
が
一
年
未
満
の
契
約
社
員
で
あ
っ
て
も
、
契
約
期
間
中
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
を
一
年
間
当
た
り
の
賃
金
の
額
に
換
算
し
た
額
が
平
均
年
収
の
三
倍
程
度
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
（
例
え
ば
、

一
箇
月
契
約
で
賃
金
九
十
万
円
、
六
箇
月
契
約
で
賃
金
合
計
五
百
四
十
万
円
）
で
あ
れ
ば
、
適
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す

か
。
な
お
、
最
短
の
契
約
期
間
は
何
箇
月
で
す
か
。
ま
た
、
条
件
を
満
た
せ
ば
、
派
遣
労
働
者
で
も
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

十
九

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
は
、
対
象
業
務
に
あ
た
り
、
賃
金
の
額
が
平
均
年
収
の
三
倍
程
度
を
相
当
程
度
上

回
る
水
準
で
あ
れ
ば
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
新
入
社
員
で
も
、
適
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。
同
様
に
、
条
件
を

満
た
せ
ば
、
二
十
代
の
若
者
で
も
適
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

五



右
質
問
す
る
。

六


